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平成29年5月30日審議

NHALEの前駆期－先行感染症期の病態解明を行い、発病リスク因子、発病先行因子を明らか
にし、感染症出現時点でのNHALE発病リスク診断、NHALE発病抑止対策、早期治療を可能にす
る。

Rasmussen脳炎治療に対する保険適用がないタクロリムスの有効性・安全性を日本において確
かめ、Rasmussen脳炎のより安全かつ有効な内科的治療法の開発に繋げる。

外科治療を受ける患者の術前術後の精神医学的、認知的、心理社会的問題を明らかにし、適
切な介入を行う。

急性脳炎脳症の病態を明らかにし、早期診断・治療法を確立する

てんかん患者のてんかん知識の習得のための患者学習プログラムMOSESの有用性を評価す
る。


